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高等部には31名の生徒が在籍し、Ⅰ課程４名、Ⅱ課程Ａ４名、Ⅱ課程Ｂ３名、Ⅲ課程17名、訪問教育課程３名の

グループに分かれて学習に取り組んでいます。新型コロナウィルスの流行に伴い、佐賀整肢学園こども発達医療セン

ターに入院・入所している生徒は、別教室での授業やリモート授業を行っています。 

特色のある授業を目指して ～高等部～  

 

 各教科の授業や資格取得のための学習や練習に取り

組んでいます。新聞の電子版を閲覧し、世の中の出来

事を知り、考え、意見を交わす活動を行っています。ま

た、将来に向けて就職や自立した生活に備える学習を

行っています。生徒数が少ないため、他の課程と共に

活動する機会を増やすようにしています。 

 

生活単元学習や音楽、美術の授業を通して季節を

感じたり、表現したりしています。また、作業学習で

は布製品や紙製品、焼き物などの製品作りや企業の

箱折り作業を行うなかで将来の生活で必要とされる

力を身に付け、活かすことができるよう、一人一人

が目標をもって学習に取り組んでいます。 

 

 

「佐賀を知ろう」の学習に取り組んでいます。前期は

佐賀の秋空を彩るバルーンについて調べ、「バルーンミ

ュージアム」へ校外学習に出かけました。後期は「東与

賀干潟」について調べ、たくさんの野鳥が飛来する重要

な海であることや絶滅危惧種も多数存在すること、海

苔の生産が盛んであることなどを学び、実際に見学し

て学びを深めています。 

 

 

集団活動が好きな生徒が多く、音楽会や生活単元

学習で季節を感じたり、ゲームをしたりしながら毎

日充実した学校生活を送っています。自立活動では、

それぞれの生徒の実態に応じて身体をほぐしたり、

スイッチを使って道具を動かしたり、様々な活動に

取り組んでいます。 

 

 

生徒の安全を最優先し、感染症対策としてリモート

授業を行っています。スクーリングで行事に参加でき

ないので、病棟内で「訪問教育体育祭」を行いました。

３年生の２名が団長となり、エール交換、ダンス、綱

引き、玉入れを友達と支援員の方と一緒に力を合わせ

て取り組みました。 

 

Ⅱ課程Ａ 

Ⅱ課程Ｂ Ⅲ課程 

訪問教育課程 

Ⅰ課程 

 

新型コロナウィルスの影響により分校舎の教室や

大会議室で学習をしています。本校舎生との交流がで

きず、少ない人数での学習ですが、遊具や音楽を楽し

んだり、花や野菜を植えたり、プレゼントを作ったり

するなど様々な学習に取り組んでいます。 

整肢学園生 



寄宿舎ではいろいろな余暇活動を経験し将来に繋げたいと思い、余暇活動支援の取り組みをしています。昨年より

スポレクタイム（スポーツに関すること）・よかしゅみタイム（趣味に関すること）を作り、活動を進めています。

舎生にアンケート取り、種目や内容を決めて実施をしています。舎生もこの時間を楽しみにしています。本年度もい

ろいろなことに挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

【 スポレクタイム 】               【 よかしゅみタイム 】 

 

 

 

 

 

 

卓球バレー   スラローム   ボウリング    リース作り   写真立て作り   魚釣り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄宿舎の取り組み～余暇活動支援～ 

本校では子どもたちの実態に合わせた学びができるように ICT利活用教育を進めていま

す。職員研修や機器の整備を進めています。 
ICT利活用教育 

1 人 1台端末の活用 電子黒板の活用 

オンライン授業 遠隔での交流 

視線入力を

使った学習 

iPadを使って

水やり 

電子黒板を使って
朝の会の司会 

外国語活動での活用 

訪問教育での音楽の授業 Ⅰ課程の数学の授業 佐賀市立西与賀小学校と 
 

佐賀市立春日北小学校と 

 

ＰＴＡ活動の紹介    本校舎ＰＴＡ会長 𠮷川昌子 

こんにちは。本校舎ＰＴＡ会長の𠮷川昌子です。会長として４年目を迎え取り組んだことを次に繋げたいと感じて

おります。日頃から先生方、保護者のみなさまのご協力の元にＰＴＡがあることを実感した４年でした。本当に感謝

しております。 このコロナ禍、何も出来ない２年をもどかしく過ごす中でコロナ以前の活動を知っている古株の 1

人として、手探りで何か出来ないかと戦う日々でした。校内の活動は軒並み中止が続く中、大きな大会（全肢Ｐ大分

大会、九肢研宮崎大会）の初のＷｅｂ大会が開催されました。初めての試みでどうなるかと思いましたが、久しぶり

の他県とのふれ合いを感じました。社会の変化に合わせて活動のあり方も変わることで戸惑うこともあると思います

が、進んで交流をもち、新しいＰＴＡのあり方に繋がれば思っています。まだまだこの状況が続く中、出来ることを

取り組み、子供たちの笑顔に寄りそえる活動につなげればと思うばかりです。これからも子供たちの笑い声の聞こえ

るＰＴＡ活動にしていきたいので皆様のご協力よろしくお願いします。 


